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2011 年度 人間中心設計専門家（HCD）資格認定制度 
申請書類の書き方 

 
人間中心設計推進機構（HCD-Net）認定人間中心設計（HCD）専門家資格への応募申請書類に
は、次のフォームがあります。 
 A 受験申込書 

  A-1 基本情報 

  A-2 学歴・職務経歴書 

B 実践活動記述書 

  B-1 プロジェクト経歴／業務履歴 

B-2 プロジェクト記述書 

  B-3 コンピタンス記述書 

 C 参考資料 

  C-1 教育履歴 

（大学／大学院コース、HCD/ユーザビリティ関連科目、学会セミナー等） 

  C-2 論文・著作（自由記述） 

  C-3 作品、成果物（自由記述） 

認定試験の受験のためにご提出いただくそれぞれの書類の書き方につきましては、以下に示す

説明と記入例サンプルを十分参照の上、正確かつ慎重に記入して下さい。 

 
A 受験申込書 

A-1 基本情報 

住所および電話番号、電子メールアドレスは、確実に連絡ができるものをご記入下さい。 
「受験申し込み」でアップロードするときは、最後にある署名は空欄で構いません。 
申請書類一式を郵送する際に、印刷した書類に署名して下さい。 

 
A-2 学歴・職務経歴書 

写真は、証明写真に準じた写真（紙）または画像（データ）を貼り付けてください。 
・ 肩から上の顔写真 
・ 帽子、マスク、サングラスは着用しない 
・ 背景は無地 

「受験申し込み」でアップロードするときは、受験番号は空欄のままでお願いします。また写真

（紙）を利用する場合は空欄のままで結構です。 
学歴は、最終学歴（大学院終了の場合には、学部卒から）を記入して下さい。 
申請書類一式を提出する際に、受験番号欄に、受験申し込みの返信でお知らせした番号を記入し、

写真（紙）を利用する場合は貼り付けて下さい。 
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B 実践活動記述書 

B-1 プロジェクト経歴／業務経歴 

人間中心設計（HCD）ならびにユーザビリティに関連したプロジェクト経歴および業務歴を仕
事上の守秘義務に反しない範囲で記入して下さい。 
「プロジェクト」とは、システム・商品開発、設計環境整備、手法研究など様々な人間中心設計

やユーザビリティにかかわる業務活動を指します。 
記入する期間は、不連続でも構いません。 

 
B-2 プロジェクト記述書  
「プロジェクト記述書」には、あなたが参画した人間中心設計・ユーザビリティの具体的なプロ

ジェクト経験を以下の手順により該当する記載項目に 3件~5件分記入してください。 

 
◆プロジェクト  
システム・商品開発、設計環境整備、手法研究など様々な人間中心設計にかかわる業務活動

を指して「プロジェクト」と呼びます。 

 
◆審査のポイントは、これらのプロジェクトを通じてどのようなコンピタンスを発揮したか、で

す。  
・「B-3 コンピタンス記述書」の内容が主な審査対象になります。 
・ この「B-2 プロジェクト記述書」は、実際にどのような活動の中でコンピタンスが発
揮されたかを知るためのものです。「B-3 コンピタンス記述書」を記載する際に、こ
こに挙げたプロジェクトを事例として記述します。 

・ 人間中心設計（HCD）専門家のコンピタンス（別紙：「人間中心設計（HCD）専門家
のコンピタンスマップ参照）を幅広く含むようにプロジェクトを選んでください。5
件を越えて記入してあっても、6件目以降は審査の対象になりません。 

・基本は書類審査ですが、実際にその活動が行われたかどうかの『活動歴を証明できる方』

にインタビューする場合もあります。 

 
◆業務上の秘密に関連する情報は、開示できる範囲内の記述で結構です。 

・ 「B-3 コンピタンス記述書」ではなるべく具体的に書いていただきたいので、できれ
ば既に対外発表しているなど、公開の制約が少ないプロジェクトを優先的に選んでい

ただくのが望ましいです。 
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「記載項目」の書き方  
（１）活動概要  
1-1）活動・プロジェクト名 
システム・商品開発、設計環境整備、手法研究など様々な HCDにかかわる業務活動を指し
て「プロジェクト」と呼びます。内容を表す名称を記述してください。実際のシステム名・

商品名などが出せない場合は、どのような活動かわかる範囲で抽象化した名称にしてくださ

い。 
例：「A社向けカーナビゲーションの組み込み取説の開発」 
→「カーナビゲーションの新機能開発」、「車載機器のガイダンス機能開発」等 

開発や研究の一部だけを担当していた場合は、あなたの担当した活動を表す名称にしてくだ

さい。 
例：自治体の電子入札システムの改編プロジェクトの中の現状調査のみ 
  →「自治体電子入札システムのユーザー利用状況分析」等 

1-2）プロジェクト概要 
どのような活動だったのか、概要を記述してください。その際、特に HCDやユーザビリテ
ィ面でどのようなことを目的・目標にしていたかを明示してください。また大きな開発・研

究の一部を担当していた場合は、全体の期間・規模も記述してください。 
1-3）開始年月 
あなたがプロジェクトに加わった時期を記述してください。プロジェクトの正式な発足前か

らあなたがこの業務に着手していた場合はその時期、正式メンバーにアサインされてから活

動開始した場合はアサインされた時期、途中から参画した場合はその年月を記述してくださ

い。 
1-4）終了年月 
あなたがプロジェクトの活動を終了した時期を記述してください。プロジェクトの終了後も

継続的なフォローなどが定常業務になっている場合は、年度で区切ってください。 
1-5）所属機関名（実施時）   
1-6）所属部署名（実施時）   
1-7）プロジェクト体制 
差し支えない範囲で、プロジェクトの大きさとその中でのあなたの位置づけがわかるように

記述してください。プロジェクトの人員、関係部門など。 
1-8）参考資料・添付資料 
本プロジェクトにかかわる公開資料がありましたらその代表となるものを記述してくださ

い。学会発表、機関誌発表、などはその参照文書名を記述してください。製品カタログなど

の場合は該当ＵＲＬ記述してください。 
関連する公開資料がたくさんある場合は「C 参考資料」に記述してください。 
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（２）活動歴を証明できる方  
実際にその活動が行われたかどうかを『活動歴を証明できる方』（上司、一緒に働いた同僚、部

下、取引先など）にインタビューする場合もあります。インタビューに対応していただける方の

連絡先を具体的に記述してください。 

確認の連絡は、記述があいまいな場合や、記載内容に疑問点がある場合に行われる予定です。

プロジェクトの中で受験者の果たした役割が具体的に記述されていれば、問い合わせはほとん

どありません。 

 
（３）プロジェクトの目的・実践フェーズ  
プロジェクト全体の事柄について、当てはまるものに○をつけてください。ただし、これは、○

の数を競うものではありません。技術開発から商品開発まで一貫した活動の場合はたくさん当て

はまり、ガイドライン作成のようなインフラ整備の活動の場合は当てはまるものが少なくなりま

す。 
3-1）商品開発（システム、サービス、コンテンツ） 
・事前調査 
市場調査、先行商品の利用実態調査、フィージビリティーなどを含みます。 

・企画・要件 
商品のコンセプトを決め、要件定義をするフェーズです。コンセプト検証などを含みます。 

・設計・デザイン・開発 
要求仕様書をはじめ、具体的なデザイン・設計をするフェーズです。プロトタイプ検証に

よる設計改善や取扱説明書やヘルプコンテンツの制作などを含みます。 
・ユーザー検証 
商品または商品の最終形に近いものでのテストをするフェーズです。ユーザーによるベー

タ版テスト、発売後のユーザー調査などを含みます。 
・運用・サポート 
発売または運用後の活動フェーズです。定常的な長期モニター活動、コールセンターの運

営などを含みます。 

 
3-2）HCD に関するコンサルティング 
・商品開発（システム、サービス、コンテンツなど） 
商品開発にあたって、HCD活動やユーザビリティに関する現状分析・提案などのコンサ
ルティングをするフェーズです。ロードマップ作成など将来をターゲットにした活動を含

みます。 
・プロセス開発（組織、運用、ガイドラインなど） 

HCD活動促進のための組織や運営体制のコンサルティングや、ユーザビリティ向上のた
めのガイドラインを作成するフェーズです。これらの活動をするための調査活動を含みま
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す。 
・教育・啓蒙 

HCDやユーザビリティに関する知識や技術を伝達するフェーズです。一般の講習会、社
内講習会、プロジェクト関係者に対するミニセミナーやワークショップ及び後輩育成など

を含みます。また教育機関での学習プログラムの作成なども含みます。 

 
3-3）HCD に関する研究 
・人間特性 

HCDやユーザビリティにかかわる人の身体特性・認知特性・社会特性など明らかにする
研究を指します。 

・評価手法、ツール 
HCD活動やユーザビリティの高いものを作るための設計手法、達成度を評価するための
評価・分析手法の研究及びそれらをサポートするツール開発を指します。 

・UI提案、先行技術開発 
ユーザビリティの向上にかかわる新技術・新方式の研究開発を指します。 

3-4) その他 
上記に含まれないプロジェクトに関しては、自由記述してください。 

 
（４）担当業務  
あなた自身が担当・実践した業務について、当てはまるものに○をつけてください。 
プロジェクト全体では実施していても、あなたが担当していない項目は除外してください。 
4-1）申請者の役割（役職／役割名） 
プロジェクト内でのあなたの役職、または役割の名称と概要を自由記述してください。 
この項目は「B-3 コンピタンス記述書」の採点でコンピタンスの発揮を判断する際の手がか
りとなります。プロジェクトのリーダーだったのか、補佐として調整役を担っていたのか、

担当として裁量の幅があったのかなど、わかるように記述してください。 
4-2）マネージメント 
・コンサルティング 
実際のものづくりプロセスの中に入って、ユーザビリティ向上や、HCDプロセスへの取
り組みを支援し、組織への定着を図る。 
プロセス導入のコンサルティングから、HCDプロセス上の各活動のコンサルティングま
で、状況に応じた支援が行われる。 

・組織マネージメント 
HCD活動を担当する組織のマネージメントをおこなう。 

・教育・研修 
主に他部署の業務担当者に対して行われる人材育成のための教育、研修活動をおこなう。 
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内容は、一般的なユーザビリティ概念や HCDの考え方から、実際に活動を行っていくた
めに必要な要求分析や評価といった手法まで幅広い。 
また、実施形態も講演、セミナー、ワークショップなど、組織に応じて様々な方法がとら

れる。 
・啓蒙 
様々な機会を通じて、各種関係部署のマネージメントや業務担当者に対して HCDやユー
ザビリティの重要性について啓蒙を行う。 

4-3）研究・開発 
・.製品・サービスの R&D 
製品やサービスの R&D をおこなう。各種デバイスや GUIオブジェクトの分析や開発、
また新規インタラクションやデザインの開発が行われる。 

・プロセス・手法の R&D 
HCDプロセスやユーザビリティに関連した調査、評価、設計手法など、ユーザビリティ
活動そのものに関する R&Dを行う。 
プロセスの見直し、定量的ベンチマーク指標の作成など、開発現場にユーザビリティ活動

を定着させるための取り組みが行われる。 
4-4）調査・企画 
・市場調査 
ユーザーの生活実態や製品の利用状況といった、現在の社会およびユーザーの状況に関す

る調査、分析を行う。 
主にアンケート、インタビュー、グループインタビュー、訪問調査などの手法が用いられ

る。 
社内外の既存商品やサービスの UIおよびユーザビリティに関する仕様の調査、分析を行
う。ベンチマーク的な評価も実施される。 

・.製品調査 
社内外の既存商品やサービスの UIおよびユーザビリティに関する仕様の調査、分析を行
う。ベンチマーク的な評価も実施される。 

・情報収集・提供 
各種メディア、展示会や講演会、学会などを通じた情報収集を行い、ユーザビリティ関連

情報の提供を、自社ウェブサイト、イントラサイト、ML、掲示板などを通じて行う。 
・諸規格を含める。 
・要求分析 
ユーザーの利用状況や要求の調査、分析を行う。 
主にアンケート、インタビュー、グループインタビュー、フィールドワークなどの手法が

用いられている。 
日常的に行われているユーザビリティに関する CS（顧客満足度）や VOC(Voice of 
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Customer)の分析も行われる。 
4-5）デザイン・設計 
・.要求仕様作成 
設計要件となる要求仕様の作成を行う。 
その記述はコンセプトや基本的な方向性からUI要求にまで、必要に応じて多岐にわたる。 

・仕様検討 
製品やサービスの仕様を検討し、意志決定および意志決定の支援を行う。 
最終的な仕様作成は別職種（設計など）が行うことが多い。 

・.実設計・デザイン作成  
最終的な仕様書設計およびデザインの作成を行う。 
デザイン部署内で活動している場合、デザイナーとともに最終的なデザイン活動までを担

うこともある。 
・プロトタイプ作成 
仕様の確認や評価に用いるプロトタイプの作成を行う。 
開発のフェーズによって異なるが、ラピッドプロトタイプが中心となることが多い。 

4-6）評価 
・ユーザビリティテスト 
製品・サービスのユーザビリティを評価し、設計にフィードバックする。 
実際のユーザーに参加してもらい製品やサービスのユーザビリティを評価するユーザビ

リティテスト（ユーザーテスト）手法による評価を行う。 
開発のフェーズや機密性に応じて社内外のモニター（ユーザー）を使い分けることが多い。 

・インスペクション評価 
製品・サービスのユーザビリティを評価し、設計にフィードバックする。 
ユーザビリティ担当者によるインスペクション評価を行う。 
エキスパートレビュー、ウォークスルー評価、チェックリスト評価などが行われる。 

・フィールドテスト 
製品が使用されているフィールドで利用実態の観察またはログなどを取得し、評価する。 
製品利用者に対する長期モニター調査または参与観察などを行う。 
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B-3 コンピタンス記述書 

「B-2 プロジェクト記述書」に書いたプロジェクトでのコンピタンスの発揮について記入します。 

 

「コンピタンス記述書」の中にはコンピタンス項目毎に「定義」および「審査のポイント」が記

述されています。その内容を確認の上、それぞれのプロジェクトでどのようなコンピタンスを

発揮したかを記入します。（別紙：「人間中心設計（HCD）専門家コンピタンスマップ 2010 年度

版」参照） 

 実施したことが書かれているだけでは不十分であり、各項目に書かれているポイントを明

示的に示してください。どのコンピタンスも、課題をどのように把握し、どのような工夫

で解決したかがポイントになります。 

 申請者自身が能力を発揮したことがわかるように記述してください。いつ、何に対してど

のような役割を果たしたかが記述されていること、そして申請者が主体的に実施したこと

がわかること（複数名で実施した場合には、全体に対してどの部分をどのくらい担当した

かがわかること）がポイントになります。 

 申請者自身が実際に実施したことが読み取れるよう、教科書的な一般的記述ではなく、プ

ロジェクト固有のポイントを具体的に記述してください。守秘義務の関係でシステムやク

ライアントについて具体的に書けない場合は、利用した HCD の技術・知識、プロジェクト

マネージメント方法などに焦点を当てて記述して下さい。 

 １つのコンピタンスについて、（１）～（６）くらいまでセルに分けて記述するようにな

っています。１セルあたり４００文字程度を目安に記述して下さい。 

 

この各セルの内容全体を見て該当コンピタンスが発揮されたかどうかの判断をします。審査では

次のような視点でコンピタンスの発揮を読み取ります。 

 各コンピタンスに応じた内容が記述されており、コンピタンスの発揮が実証されているか。

（審査は受験者の名前を匿名化して行います。記載されていない活動については考慮され

ません） 

 コンピタンス発揮の根拠が読み取れるか。（活動のアウトプットは何か、成果／効果はど

うだったのかを B,C の申請書類全体から判断します） 

 コンピタンス発揮の再現性があるか（各プロジェクトで課題の抽出・解決が適切になされ

ているか、複数のプロジェクトで合理的に活動しているかなど） 

 

記述したプロジェクト（P1～P5）のうち、一番高い得点のついたものがそのコンピタンスの得点

となります。１つのプロジェクトで全コンピタンスをカバーする必要はありません。ユーザビリ

ティエンジニアリングに力点をおいたプロジェクト、プロジェクト運営に力点をおいたプロジェ

クトなど、申請者自身の果たした役割が違ういくつかのプロジェクトをあわせて、できるだけた

くさんのコンピタンスが記述できるようになっているとよいです。 
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コンピタンス項目には、「必須項目」と「参考項目」の２種類があります。 

必須項目： 

「A: ユーザビリティエンジニアリング能力」と「B: HCD 適用・開発力」の中から７項目以上、

および「C: プロジェクトマネジメント能力」の中から合計２項目以上該当するコンピタンス項

目を記述して下さい。 

 

参考項目： 

「K：知識」および「L：テクニカルコミュニケーション能力」のカテゴリーは、審査の際の加点

対象となる参考項目です。各プロジェクトにおいて、どのように知識を活用したか、あるいはア

ピールしたい関連項目の発揮能力について自由に記述してください。 

 

審査は、まず必須項目についての審査を行います。ここで「発揮された」と判断されるコンピタ

ンスの数が足りないと不合格となります。必須項目への配点と参考項目への配点には重み付け

がされています。審査の際にはこれら必須項目と参考項目の両方の項目を合計評価し、一定基

準以上の得点を最低条件として更に提出された関連資料などを参考にしながら総合的に合否を

判定します。 
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C 参考資料 

 
下記の資料は、合否判定の際の参考資料として審査時に参照されます。 
記入事例サンプルを参考にして、できるだけ具体的にご自分の経験をアピールして下さい。 
アップロードできるファイルは、「C 参考資料」のエクセル形式ファイル 1つのみです。Cに
記述した中で、一般には手にいれにくいカタログや機関誌などのコピーは申請書一式郵送の際

に添付してください。郵送された書類は返却いたしません。返却されなくても良い範囲・方法

で申請してください。 

 
C-1 教育受講履歴 

・フォーマットに従い、大学、大学院等における教育受講履歴を記入して下さい。フォーマ

ットに従い、受講した人間中心設計・ユーザビリティ関連科目に関する受講履歴を記入し

て下さい。研究会や学会での専門教育や研修も、大学や大学院での単位に相当すると思わ

れるものもご記入ください。科目は HCD 関連だけではなく、HCD にかかわるすべてを含み

ますので、心理学、社会学、人間工学、統計学、量的分析、質的分析、など幅広い分野が

該当します。ご自分が HCD を実践する際に参考となった科目などがありましたら記入して

下さい。 

・フォーマットに従い、セミナー・学会等で受講した人間中心設計・ユーザビリティ専門家

として必要な教育履歴を記入して下さい。社外、社内のセミナーを問わず、人間中心設計

に関係のあるもの全てが対象です 

 
C-2 論文・著作 

・人間中心設計・ユーザビリティ専門家としての活動に関連するご自身の論文や著作を自由

記述形式でお書き下さい。 

 
C-3 作品、成果物 

・人間中心設計・ユーザビリティ専門家としての活動に関連するご自身のプロジェクトの作

品や成果物を自由記述形式でお書き下さい。 
・特許公報などはこちらに記述して下さい。 

・製品が流通しているのであれば製品名とそのどこの部分を担当したかを成果として記載も

可能です。 

・公表・開示できるもので結構です。 

 
以上 


